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1　は　じ　め　に

これまでに∴壷座への木酢液の散布は姦核多角体病の発

病をある程度抑制することを報告したt・2131。一方．木酢

液は野菜・果樹などの糸状菌病防除に有効であることが知

られている。そこで，桑条木酢液の重病原糸状菌に対する

影響について検討した。

報告に当たり，こうじかび病繭（A叩eJ官JJJUS属）を提

供くださった山形蚕糸総合研究センターと黒きょう病菌

（ルeαrrんZ〟nl d乃SO〆de）を提供くださった京都工

芸繊維入学繊維学郡に厚く感謝する。

2　試　験　方　法

（1）供試木酢液

桑条木酢液及び純正木酢液⑧（農研テクノ製）を供試し

た。桑粂木酢液は，桑条を原材料とし燻燃器⑧（新型502，

番蘭産糞株式会社製）を用い作製した。木酢液は，原液－

10倍．100倍，1000倍に調整して使用した。対照薬剤とし

てピオチノンエース200倍液を用いた。

（2）供試糸状菌

こうじかび病菌及び黒きょう病菌を用いた。

（3）木酢液浸せきによる糸状西分生子の発芽阻止効果

所定濃度に希釈した木酢液1mβに，糸状菌分生子105個

を30分間浸せさした。その後分生子を遠心洗浄し，サナギ

寒天培地に接種した。25℃．3日間培養後，菌糸の生育の

有無を観察した。

（4）木酢液による糸状菌菌糸の生育阻止効果

所定濃度に希釈した木酢液50〟βをペーパーディスクに

滴下した。糸状菌分生子105個を接種したサナギ寒天培地

上に上記ペーパーディスクをのせ，25℃，3日間培養し，

阻止円形成の有無を観察した。

3　試験結果及び考察

木酢液浸せきによる糸状菌分生子の発芽阻止効果を検討

した結果，各木酢液を10倍以上に希釈した区では菌糸の生

育が認められたが，木酢液の原液及びピオチノンエースを

供試した区においては菌糸の生育が認められなかった（表

1）。このことから木酢液の原液は，こうじかび病菌，黒

表1　木酢液浸せきによる2種糸状薗分生子の発芽阻
止効果

供試液剤　　希釈倍率　こうじかび病菌　黒さょう病菌

桑条木酢液

原　液　　　　　＋

10倍
100倍

1000倍

純lE木酢液①

原　液　　　　　＋

10倍
100倍

1000倍
ピオチノンエース　　　200倍　　　　　＋　　　　　　＋

水

注．供試液剤を所定濃度に希釈し，糸状菌分生子（105
個）を30分間浸せきした。遠心洗浄した後，サナギ
寒天培地上に接種し，25℃，3日間培養した。
＋：菌糸の生育が認められなかった。
－：菌糸の生育が認められた。

表2　木酢液による2種糸状菌菌糸の生育阻止

供試液剤　　希釈倍率　こうじかび病菌　黒さょう病菌

彙条木酢液

原液　　　　　十
10倍

100倍

1000倍

純正木酢液①

原液　　　　　＋
10倍
100倍

1000倍

＋
　
＋
一

ピオチ／ンエース　　200倍

水

注．供試木酢液を所定濃度に希釈し，その50〟ゼをペー
パーディスクに滴下した。糸状菌分生子（105個）
を接種したサナギ寒天培地上にペーパーディスクを
のせ．25℃，3日間培養した。
＋：阻止円の形成が認められた。
－：阻止円の形成が認められなかった。

きょう病菌分生子の発芽を阻止すると考えられた。

木酢液による糸状菌菌糸の生育阻止効果を検討した結果，

こうじかび病菌を供試した場合，各木酢液の原液を用いた

区において阻止円の形成が認められた（表2）。果きょう

病菌を供試した場合は，各木酢液の原液と10倍希釈液を用

いた区において阻止円の形成が認められた。ピオチノンエー
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スを用いた区はこうじかび病菌，黒さょう病菌ともに阻止

円の形成は認められなかった。このことから，木酢液はこ

うじかび病菌，黒さょう病菌菌糸の生育を抑制すると考え

られた。

以上のことから桑条木酢液は，こうじかび病菌，黒さょ

う病菌分生子の発芽を阻止し．菌糸の生育を抑制するため，

これらの病原防除に有効であると考えられた。また，純正

木酢液⑧もこれらの病原に対して桑粂木酢液と同様の効果

を有すると考えられた。

現在，桑条木酢液の白きょう病菌（βeduUeriα占αSSgα一

花α）に対する影響を調査するとともに，姦座への桑粂木

酢液散布による糸状菌防除効果について検討中である。

4　ま　と　め

桑条木酢液の重病原糸状菌に対する影響について検討し

た。

（1）こうじかび病菌．黒さょう病菌分生子の発芽は彙粂

木酢液に浸せさすることにより阻止された。

ほ）こうじかび病菌，黒さょう病菌菌糸の生育は，桑粂

木酢液により抑制された。

ほ）純正木酢液⑨は，こうじかび病菌，黒さょう病菌に

対して桑粂木酢液と同様の効果を有していた。
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